
楽しく男女共同参画を学んでみませんか？

合志市人権教育・啓発基本計画を
策定しました

人権教育・啓発の取り組み

人権教育シリーズ

　平成12年に制定された「人権教育及び人権

啓発の推進に関する法律」により、人権教育・啓

発が国、地方公共団体、国民の責務であるとさ

れたことを受け、県では「熊本県人権教育・啓発

基本計画」を、本市では、平成20年４月に「合志

市人権教育・啓発基本計画」を策定しました。

　同和問題をはじめハンセン病などのさまざ

まな人権問題の解決に向けて、この計画に基づ

き、人権教育・啓発に取り組んで行きます。

　本市では人権教育・啓発基本計画に基づき、

人権教育・啓発を推進するためにさまざまな事

業に取組んでいます。その中でも主な事業は次

のとおりです。

○ハンセン病啓発事業講演会
　「ハンセン病を正しく理解する週間」にあわ

せ講演会を開催しています。本年度は次のとお

り開催予定ですので、皆さんのご来場をお待ち

しています。　

と　　き　６月13日（土）　午前10時～
と こ ろ　ヴィーブル文化会館
演　　題　「ハンセン病とはどんな病気？

－心と身体の痕跡」

講　　師　熊本保健科学大学学長
小野友道さん

○人権教育研究大会
　市民一人ひとりが人権問題とのかかわりを

より深く認識し、人権・教育の輪を広げ、差別の

ない明るい社会を築き、「人権と共生の世紀」の

実現をめざすことを目的に毎年８月に開催し

ています。

　第一部は記念講演、第二部は５つの分科会に

分かれて講演、レポート発表等を行っていま

す。本年度は８月2日（日）に開催予定です。

○人権フェスティバル
　人権週間にあわせ毎年開催をしている人権

フェスティバルは、子どもの発表や、大人の発

表、講演会などを行っています。

また、車椅子と妊婦の体験ができる体験コー

ナーや幼稚園・保育園・小学校・中学校の生徒の

みなさんの人権に関する標語、ポスター等の展

示をしています。

　本年度は12月５日（土）に開催予定です。

●問い合わせ先
人権啓発教育課（御代志市民センター）

☎242－1190

　本市は平成19年に「男女共同参画まちづくり条

例」を制定しました。

　性別にかかわらず、一人ひとりの人権が尊重さ

れ、心豊かに生きることができる社会の実現に取

り組んでいます。

　今回、熊本大学教授の上野眞也さんを講師に迎

え、男女共同参画社会についての講演会を開催し

ます。

　皆さんの参加をお待ちしています。

●と　き　６月19日（金）
午前9時40分～（1時間30分程度）

●ところ　御代志市民センター　講堂
●演　題　『人社会の調和に向けた協働の可能性

－「善き社会」の構想を考える－』

●その他　高齢者対象の教養講座（ことぶき大
学）と共催です。

●問い合わせ先
総務課　総務･男女共同参画班（合志庁舎）

☎248－1112

きずあと
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男女共同参画
推進懇話会委員

上村りえ子
（保育園園長会）

地域とともに　こんにちは熊日です　in　合志

合志市の魅力を再発見！

大盛況でした！

素敵な人生　素敵なパートナー素敵な人生　素敵なパートナー素敵な人生　素敵なパートナー
みんなの力で、子どもは育つ

　４月には各保育園で入

園式があり、新入園児が入

り賑やかな1年のスター

トを切りました。園生活に

慣れるまでは、保護者の方

は、子どもさんに泣かれる

と後ろ髪引かれる思いで

自分の職場へ向かわれる

事と思います。しかし、そ

れもしばらくの間です。す

ぐに、「行ってきます。バイバイ。」と笑顔で元気に

登園できるようになります。

　最近はお父さん方の送迎も増えてきました。

　料理や洗濯、赤ちゃんのミルク飲ませや絵本読

みが上手なお父さんもいらっしゃいます。

　前熊本県知事の潮谷義子さんは、パートナー

シップという事をよく言っておられました。働く

お母さん方は家事、育児、それから仕事にと、毎日

くたくたです。パートナーの協力なしでは共働き

は大変です。

　お父さん、お母さん、おじいちゃん、おばあちゃ

ん、みんなの協力が必要です。

　保育士さんたちも、交代ではありますが、朝7時

から夜7時まで、長時間保育のハードな仕事をこ

なしています。

　保育園によっては、男性保育士さんが活躍され

ている所もあります。人数はまだ少ないのです

が、頼もしい存在です。ただ、男性保育士さんが一

生の仕事として働くには、待遇改善が必要だと感

じています。

　子どもたちは集団生活の中で、友だちと仲良く

したり意見をぶつけあったりしながら、お互いの

存在を認め、集団の中で協調性や規範性を身につ

けていきます。金子みすずの詩「小鳥と鈴とわた

し、みんなちがって、みんないい」の精神で、保護

者の皆さんや地域の皆さんと手を取り合い、子ど

もたちの健やかな成長のために頑張っていきた

いと思います。

　５月16日、「こんにちは熊日です in 合志」が

ヴィーブルで開催され、多くの人出でにぎわい

ました。

　これは、熊本日日新聞社が県内の各市を巡回

して、フォーラムなどを開催するイベントです。

本市はその12回目でした。

　熊本大学教授の徳野貞雄さんの基調講演や大

住市長らによるパネルディスカッションには、

会場が埋めつくされるほどの多数の参加者が来

場しました。

　また、市の主催イベントもあわせて開催され

ました。竹迫地区の史跡をめぐるウォークラ

リーや恵楓園見学ツアーには市外からも参加者

が集まり、毎年恒例の地区対抗ニュースポーツ

大会や子ども読書まつりも会場を盛り上げてい

ました。中でも「地産地消！合志のとれたて市」

と題した出店コーナーでは、地元の味や特産

品を求める人で大変なにぎわいを見せていま

した。

　市の内外を問わず、多くの人に本市の魅力を

知ってもらう絶

好の機会となり

ました。

熱心にフォーラムを聞く参加者熱心にフォーラムを聞く参加者熱心にフォーラムを聞く参加者 地区のみんなでニュースポーツ！地区のみんなでニュースポーツ！地区のみんなでニュースポーツ！ にぎわう合志のとれたて市にぎわう合志のとれたて市にぎわう合志のとれたて市
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